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４章 質問紙調査結果の分析（竹内委員） 

※本章で扱うデータは、特に注記がない限り、公立学校の調査対象校のものとする。 
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1. はじめに 

 今回は、生徒・学校・教員に対して実施された質問紙調査のうち、公立学校の調査デー

タをもとに、特徴のある項目について分析を行った。生徒データに関しては、約 75% の対

象者が CEFR の A1 レベルに集中しているため、レベル別の分析はあくまでも参考程度と

いう前提で行われている。 

 

2. 主な特徴 

２.１ 生徒質問紙調査から 

（１）英語の学習が好きではないとの回答が半数を上回る。 

（２）資格・検定試験を受験した経験を持つ生徒は少ない。 

（３）将来の英語使用のイメージが、現在の英語力のレベルによって異なる。 

（４）英語を使った各種活動を経験している生徒が非常に少ない。 

（５）生徒の自主的な英語学習時間が少ない。 

（６）概要や要点をとらえる活動はある程度経験しているが、それをもとにして英語で議 

論したり書いたりする活動はあまり経験していない。 

 

２.２ 学校・教員質問紙調査から 

（１）授業以外での国際交流やコミュニケーション能力育成のための取組が低調である。 

（２）学習到達目標に関する記述文（CAN-DO statements）の設定は進んでいる。 

（３）技能の統合を意識した言語活動への取組に関して改善の余地がある。 

（４）教員研修の成果を日々の教育活動へ生かす工夫がより一層必要である。 

（５）教員自身が英語力を向上させるための努力を支援していく必要がある。 
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３. それぞれの分析 

３.１ 生徒質問紙調査から 

 
 

・No. 1 「英語学習への意識」 

 
 
・No. 1 「英語学習への意識」  

クロス集計（生徒質問紙×リーディング） 

 

※クロス集計については、4 技能のうちリーディングを取り上げている。 

 

（１）英語の学習が好きではないとの回答が半数を上回る。 
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 生徒質問紙 No. 1「英語の学習は好きですか」との問いに対して、「どちらかといえば、

そう思わない」（選択肢③）と「そう思わない」（選択肢④）の合計が 58.3%となっている。

この傾向は、A1 レベル（最も多くの生徒が含まれるレベル）において顕著となる傾向があ

る。過去の中学校における調査（ベネッセコーポレーション、2009 年）などと比べてみる

と、中学生の英語嫌いの傾向は、そのまま高等学校にも引き継がれている可能性が高い。

一方で、「そう思う」（選択肢①）と「どちらかといえば、そう思う」（選択肢②）の合計は

41.6%になる。 
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・No. 5 「英語に関する資格・検定試験の受験経験」  

 

 
・No. 5 「英語に関する資格・検定試験の受験経験」  

クロス集計（生徒質問紙×リーディング） 

 

※クロス集計については、4 技能のうちリーディングを取り上げている。 

 

（２）高校入学後に資格・検定試験を受験した経験を持つ生徒は少ない。 
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・No. 6 「英語に関する資格・検定試験を受験したことがない理由」 

 
 

・No. 6 「英語に関する資格・検定試験を受験したことがない理由」 

クロス集計（生徒質問紙×リーディング） 

 
※クロス集計については、4 技能のうちリーディングを取り上げている。 
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 生徒質問紙 No. 5「高校生になってから、今回の試験以外に、英語に関する試験を受験し

たことがありますか」との問いに対し、英検（実用英語技能検定）を除くと、資格・検定

試験の受験経験は非常に少なく、「英語に関する試験を受験したことはない」（選択肢⑨）

と回答した生徒が半数以上（53.5%）に及ぶ。その理由としては、No. 6 より「受験したい

とは思わなかった（受験する必要性を感じなかった）」（選択肢②）が 38.7%、「自分の英語

力に自信がない」（選択肢③）が 42.2%となっている。 
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・No. 2 「将来の英語使用のイメージ」 

 
 
・No. 2 「将来の英語使用のイメージ」  

クロス集計（生徒質問紙×リーディング）  

 

※クロス集計については、4 技能のうちリーディングを取り上げている。 

 

（３）将来の英語使用のイメージが、現在の英語力のレベルによって異なる。 
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 生徒質問紙 No. 2「どの程度まで英語を身に付けたいと思っていますか」との問いに対し

ては、A1、A2、B1 の各レベルに属する生徒の数が異なり、上級になるほど人数が少ない

ために断定はできないが、傾向として、英語力が高い生徒は、「英語を使って、国際社会で

活躍できるようになりたい」（選択肢①）や、「大学で自分が専攻する学問を英語で学べる

ようになりたい」（選択肢②）といった回答の割合が高い。これは、英語力が高い生徒ほど、

「英語を使ってしたいこと」の理想像がより明確であることを示しているものと考えられ

る。また、英語力が高めの生徒にとって、英語は職業や学問と直結した CALP 的*なものと

して認識されているようで、自己実現のために英語の学習を行っているものと推測される。 

一方、英語力が A1 又は A2 レベルの生徒にとって、英語は大学受験のツールであり続け

ており、使用のイメージも、海外旅行や日常会話のレベル、つまり BICS 的*なものにとど

まる傾向がある。さらに、A1 レベル（最も多くの生徒が含まれるレベル）では、「特に学

校の授業以外での利用を考えていない」（選択肢⑧）と回答した生徒が 31.7%もおり、コミ

ュニケーションの媒体として英語を使用するというイメージが明確ではないか、あるいは

英語利用の必然性が感じられない状況にあることがわかる。なお、この選択肢⑧を選んだ

生徒の割合は、A2 レベルでは少数（4.4%）であることから、A1 レベルに特徴的な傾向と

も考えられる。 

 
* 言語使用には、職業や勉学と直結する CALP（Cognitive Academic Language Proficiency）の側面と、 

日常生活中心の BICS (Basic Interpersonal Communication Skills) の側面があると言われている。 
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・No. 3 「英語を使った各種活動の経験」 

 

 
・No. 3 「英語を使った各種体験活動の経験」  

クロス集計（生徒質問紙×リーディング） 

 

※クロス集計については、4 技能のうちリーディングを取り上げている。 

（４）英語を使った各種活動を経験している生徒が非常に少ない。 
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 生徒質問紙 No. 3「高校生になってから経験したことがあることは何ですか」との問いに

対して、イングリッシュキャンプ、スピーチ大会、プレゼンテーション大会、ディベート

大会、留学など、体験型の学習を高校生になってから経験したことがない（選択肢⑨）と

回答した生徒は 91.8%に上る。このことから、「実際に使う」活動を通して英語を学ぶ機会

が顕著に少ないことがわかる。 
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・No. 7 「平日の予習・復習以外の英語学習時間」  

 

 

・No. 7 「平日の予習・復習以外の英語学習時間」  

クロス集計（生徒質問紙×リーディング） 

 
※クロス集計については、4 技能のうちリーディングを取り上げている。 

 

（５）生徒の自主的な英語学習時間が少ない。 
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・No. 8 「休日の予習・復習以外の英語学習時間」  

 

 

・No. 8 「休日の予習・復習以外の英語学習時間」  

クロス集計（生徒質問紙×リーディング）   

 
※クロス集計については、4 技能のうちリーディングを取り上げている。 
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 生徒質問紙 No. 7「学校の授業や予習・復習以外に、普段（月～金曜日）、1 日当たりど

れくらいの時間、英語に接していますか」との問いに対して、「全くしない」（選択肢⑥）

と回答したものが 41.9%に及んでいる。「30 分未満」（選択肢⑤）と合わせると 63.6%にも

上り、多くの生徒が平日に授業の予習・復習以外に英語に接していない姿が浮かび上がる。

この傾向は、A1 レベル（最も多くの生徒が含まれるレベル）においてより顕著（特に選択

肢⑥）になる。 

 さらに、No. 8「土曜日・日曜日、祝日など学校が休みの日に、学校の授業の予習・復習

以外に、1 日当たりどれくらいの時間、英語に接していますか」との問いに対して、「全く

しない」（選択肢⑥）という回答が 43.2%であり、A1 レベルにおいては 52.6%も認められ

た。この回答が、A2、B1 レベルにおいてはそれぞれ 13.8%と 9.5%であることから考える

と、「全くしない」という回答が多くなるのは A1 レベルに顕著な傾向であると考えられる。

なお、選択肢⑤の「30 分未満」を含むと、A1 レベルに属する生徒の 72.7%（全体では 61.9%）

が、学校が休みの日に授業の予習・復習以外で十分な学習時間を取っていないこともわか

る*。 

 
* ライティングの得点が 0 点の生徒層でみると、選択肢⑤又は⑥のいずれかを選んだ生徒が、生徒質問紙 

の No. 7 で 78.8%、No. 8 で 79.9%に上っている。 
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・No. 10-(2) 「リスニングでの概要把握や要点理解」第 2 学年 

 
 
・No. 10-(2) 「リスニングでの概要把握や要点理解」 

クロス集計（生徒質問紙×リスニング） 第 2 学年 

 

（６）概要や要点をとらえる活動はある程度経験しているが、それをもとにして英語で議論した

り書いたりする活動はあまり経験していない。 
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・No. 11-(2) 「リーディングでの概要把握や要点理解」第 2 学年 

 
 

・No. 11-(2) 「リーディングでの概要把握や要点理解」 

クロス集計（生徒質問紙×リーディング） 第 2 学年 
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・No. 12-(2) 「英語での話合いや意見交換」 第 2 学年 

 
 

・No. 12-(2) 「英語での話合いや意見交換」 

クロス集計（生徒質問紙×スピーキング） 第 2 学年 
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・No. 13-(2) 「英語で書いてまとめる、自分の考えを英語で書く」 第 2 学年 

 
 

・No. 13-(2) 「英語で書いてまとめる、自分の考えを英語で書く」 

クロス集計（生徒質問紙×ライティング） 第 2 学年 

 

 
 生徒質問紙 No. 10「英語を聞いて、（一文一文ではなく全体の）概要や要点をとらえる活

動をしていたと思いますか」及び No. 11「英語を読んで、（一文一文ではなく全体の）概要

や要点をとらえる活動をしていたと思いますか」との問いに対して、英文の概要や要点を

とらえる活動は、リスニングで 58.2%（選択肢①②）、リーディングで 67.2%（選択肢①②）

の生徒が第２学年で経験しており、その割合は（A1〜B1 レベルで）英語力が上がるにつれ
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て高くなる傾向が認められる。 

一方、No. 12「聞いたり読んだりしたことについて、生徒同士で英語で話し合ったり意

見の交換をしたりしていたと思いますか」及び No. 13「聞いたり読んだりしたことについ

て、その内容を英語で書いてまとめたり自分の考えを英語で書いたりしていたと思います

か」との問いに対しては、スピーキングで 35.2%（選択肢①②）、ライティングで 38.7%（選

択肢①②）と低めであり、英語で意見交換をしたり自分の考えを書いたりする活動が少な

いことがわかる。この低調傾向は、特に A1 レベル（最も多くの生徒が含まれるレベル）に

顕著で、全体の結果に影響を与えている。 
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3.2 学校・教員質問紙調査から 

 

 
・No.5 「授業以外での国際交流、英語のコミュニケーション能力育成の取組」  

 

 
・No.6 「留学生の受け入れ」 

 
 

（１）授業以外での国際交流やコミュニケーション能力育成のための取組が低調である。 
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・No.7 「留学生の送り出し」 

 
 
 学校質問紙 No. 5「現在第 3 学年の生徒に対して、入学してからこれまで、授業以外で国

際交流や外国語のコミュニケーション能力育成のための取組を実施しましたか」 との問い

に対して、「あまり行っていない」（選択肢③）と「ほとんど行っていない」（選択肢④）の

合計は全体の 59.4%となり、半数以上の学校で十分な取組が行えていないことがわかる。ま

た、No. 6「積極的に留学生を受け入れていますか」及び No. 7「積極的に生徒を留学させ

ていますか」の結果より、留学生の受け入れと送り出しはともに不十分な状態であること

がわかる。 
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・No. 8 「学習到達目標としての CAN-DO statements 整備」 

 

 
 学校質問紙 No. 8「生徒の英語力に関して学校が設定する学習到達目標について、能力記

述文（CAN-DO statements）で技能別にリスト化していますか」との問いに対する回答か

ら、49.8%の学校では既に技能別の設定が行われており（選択肢①）、34.9%の学校で設定

の計画を持っていることがわかる（選択肢②）。今後は、このような能力記述文を、実際の

授業指導や学習評価に積極的に生かすことが課題となると考えられる。  

（２）学習到達目標に関する記述文（CAN-DO statements）の設定は進んでいる。 
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・No. 1-(4) 「英語での話合いや意見交換」 

 

 

・No. 1-(5) 「書く活動」 

 

 
 教員質問紙 No. 1-(4)「聞いたり読んだりしたことに基づき、情報や考えなどについて、

話し合ったり意見の交換をしたりする活動を行っていますか」との問いに対して、「よくし

ている」（選択肢①）と「どちらかといえば、している」（選択肢②）の合計は 33.0%とな

っている。また、No. 1-(5)「聞いたり読んだりしたことに基づき、情報や考えなどについ

て、書く活動を行っていますか」との問いに対して、「よくしている」（選択肢①）と「ど

ちらかといえば、している」（選択肢②）の合計は 39.7%となっており、4 技能を統合した

活動に関しては、全体の 30～40%程度しか行われていないことがわかる。 

（３）技能の統合を意識した言語活動への取組に関して改善の余地がある。    



114 

・No. 1-(13) 「スピーチやプレゼンテーション」 

 

 

・No. 1-(14) 「ディベートやディスカッション」 

 

 
 教員質問紙 No. 1-(13)「スピーチやプレゼンテーションを行っていますか」との問いに対

して、「よくしている」（選択肢①）と「どちらかといえば、している」（選択肢②）の合計

が 28.0%、No. 1-(14)「ディベートやディスカッションを行っていますか」との問いに対し

て、「よくしている」（選択肢①）と「どちらかといえば、している」（選択肢②）の合計が

6.9%といずれも低く、改善の余地がある。 
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・No. 5 「教員の校内外の研修や研究会への参加」 

 
  
 教員質問紙 No. 5「校内外の研修や研究会に参加し、その成果を教育活動に積極的に反映

させていますか」との問いに対して、「あまりしていない」（選択肢③）と「ほとんどして

いない」（選択肢④）の合計が 53.0%となっており、半数以上の教員が研修などへ参加した

成果を日々の教育活動に生かせていないと回答している。これは、研修などへの参加自体

が十分にできていない可能性と、その成果を実際の教育活動に生かせていない可能性の両

方が含まれているので解釈が難しいが、研修制度に何らかの改善が必要であることは推測

できる。 

 

（４）教員研修の成果を日々の教育活動へ生かす工夫がより一層必要である。 
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・No. 6 「外部検定試験の受験経験」 

 

 

・No. 7 「教員の英検準１級、TOEFL iBT 80 点、TOEIC 730 点以上の取得状況」 

 
  
 教員質問紙 No. 6「教員になってから、英語に関する外部検定試験を受験しましたか」と

の問いに対して、「受験していない」（選択肢⑦）が 33.9%となっている。また、No. 7「外

部検定試験を受験し、英検準１級、TOEFL iBT 80 点、TOEIC 730 点以上のいずれかを取

得していますか」との問いに対して、「取得していない」（選択肢②）が 41.4%となってい

る。 

 

（５）教員自身が英語力を向上させるための努力を支援していく必要がある。 
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 4. 改善のポイント 

４.１ 生徒質問紙調査から 

（１）英語の学習が好きではないとの回答が半数を上回る。 

 
 英語の授業を知識蓄積型や技能習得型にとどめることなく、知識・技能を活用して主体

的に課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力を育成するよう変えていく必要

がある。その際、活動中心型の授業や、英語を通して特定の内容を学ぶなどのやり方も導

入し、使用目的・文脈の明確化と学習者の動機付けを図ることも重要であろう。ただし、

A1 レベルでは上記のようなアプローチを全面的に導入するのは困難なため、ICT を活用し

て視覚面から理解の手助けを図るなどして、授業の一部で導入していく工夫が求められる。 

 
（２）資格・検定試験を受験した経験を持つ生徒が少ない。 

 
 資格・検定試験については 4 技能の測定ができるテストも多いことから、今後、ますま

す利用場面が増えるものと考えられる。この流れを受け、学校で集団受験の場を設定する

ことなどを検討する必要がある。その際、生徒のレベルやニーズに合わない資格・検定試

験は採用するべきではないので、各テストの目的、問題形式、英文内容、測定範囲などを

各学校でよく検討する必要がある。加えて、資格・検定試験の受験準備そのものが英語学

習の目的とならないよう、コミュニケーション能力の向上につながる授業展開が求められ

る。なお、資格・検定試験を受験したことがない理由として、「自分の英語力に自信がない」

と回答した割合が高くなっているが、この対応策としては、資格・検定試験の診断的側面

（試験結果から有益な情報を得て学習法を改善していくなど）を強調することも一案とし

て考えられる。 

 
（３）将来の英語使用のイメージが、現在の英語力のレベルによって異なる。 

 
 今回の調査で最も人数の多い A1 及び A2 レベルの生徒に対しては、大学などの受験を目

的として英語を学ぶのではなく、英語を利用すればどのような将来像が描けるのか、ある

いは、これからの社会において英語の必要性はどれほど高いのか、ということを認識させ

ていく指導が求められる。その際、生徒たちのロール・モデルになるような実例を示すこ

とも重要である。 
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（４）英語を使った各種活動を経験している生徒が非常に少ない。 

 
 英語を使った各種活動の経験は、学習動機を高め、英語学習の目標や使用場面を明確化

させることに貢献すると考えられる。よって、授業において英語を使う活動を充実させる

とともに、地元の小・中学校、他の高等学校、大学、企業、そして外国の教育機関などと

も連携し、学校の外においても英語を実際に使って行う活動を導入していくことが強く求

められる。 

 
（５）生徒の自主的な英語学習時間が少ない。 

 
 A1 レベルの生徒に対しては、今後、学習者指導*などを通して、学習時間確保の重要性

を十分に浸透させる必要がある。また、授業での活動を前提とした事前課題（assignment）

を明確に提示するとともに、自主的な英語学習の時間を増やしていくための指導（例：多

読、多聴、ジャーナル・ライティングなどの指導）を行うことも必要となろう。なお、課

題内容が従来型のもの（例：教科書本文の和訳や単語の意味調べ、ワークブックを使った

自習など）であれば、英語学習に関する従来のイメージを固定化させ、逆効果となること

も想定されるため、その内容については慎重な検討が必要となろう。 

 
* 学習者指導：言語学習の特徴や方法について学習者の気付きを促し、彼らの目標設定力や計画性（メタ 

認知能力）を養っていく指導方法。 

 
（６）概要や要点をとらえる活動はある程度経験しているが、それをもとにして英語で議論したり書 

いたりする活動はあまり経験していない。 

 
 4 技能を総合的に使用する力を育成するためには、リスニングやリーディングという受容

技能だけでなく、スピーキングやライティングといった産出技能についても、十分に指導

を行う必要がある。その際、それぞれの技能を個別に扱うのではなく、「産出」することを

前提とした「受容」、「受容」したら「産出」するといった技能の統合化を念頭に置いて言

語活動をデザインする必要がある。なお、英語力が高い層だけでなく、A1 レベルにおいて

も、4 技能の統合を念頭に置いた活動を段階的に導入し、徐々に慣れさせていくことも重要

である。
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4.2 学校・教員質問紙調査から 

（１）授業以外での国際交流やコミュニケーション能力育成のための取組が低調である。 

 
 授業外での国際交流の取組は、「英語を使う」という観点や「英語を使う」文脈を生徒に

理解させるために有用なため、積極的に取り入れていく必要がある。また、「英語を使う」

ことが日常的なものとなるよう、留学生の受け入れ・送り出しを積極的に進めていくこと

も大切である。 

 
（２）学習到達目標に関する記述文（CAN-DO statements）の設定は進んでいる。 

 
 設定された記述文（CAN-DO statements）の内容を踏まえて指導案や評価方法を決め、

成果を検証していけるように PDCA サイクルに組み込んでいくことが重要である。 

 
（３）技能の統合を意識した言語活動への取組に関して改善の余地がある。 

 
 各学校では、今後ますます、CAN-DO statements に基づいた 4 技能を統合した授業を考

案し、実践していく必要がある。 

 
（４）教員研修の成果を日々の教育活動へ生かす工夫がより一層必要である。 

 
 教育委員会、学校の管理職、教員の各レベルにおいて、研修に積極的に参加できる体制

整備と、その成果を共有する仕組み作りが大切である。 

 
（５）教員自身が英語力を向上させるための努力を支援していく必要がある。 

 
 各教育委員会は、英語教員の英語力を向上させるための研修を企画するなど、教員が英

語を学習する時間が確保できるように配慮すべきである。また、英語に関する資格・検定

試験の定期的な受験を推奨するなどの施策の導入も望まれる。 
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5．まとめ 

 今回は公立学校での調査データをもとに分析を行った。この分析を通して、一般的な生

徒が、英語学習に対して良いイメージを描けていない現状が浮かび上がってきた。また、

彼らの多くは、将来、英語をどのように利用していくかについての目標像を形成できてお

らず、その利用体験を与えるはずの各種活動も経験していない状況において、英語学習に

興味を持てず、学習に十分な時間を割けていないという姿も浮き彫りになった。 

 一方、彼らの英語学習を支える学校・教員は、授業内での技能統合を意識した言語活動

の展開や、授業外での国際交流・コミュニケーション能力育成のための取組において、さ

らなる努力が必要な状況にあることがわかった。加えて、教員研修の成果を生かす工夫や

教員の英語力向上の取組を支援する体制作りにも、改善が必要であることが明らかになっ

た。 

 今後、これらの問題の解決に向けて、国、地方自治体、教育委員会、学校、教員、生徒

の様々なレベルで効果的な取組を加速化していかなければならない。 
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５章 学校の取組紹介 

 

A 高等学校「独自教材と共通の評価方法を用いて 4 技能を総合的に伸ばす」 ・・・・・・・・・・・・・122 

B 高等学校「コミュニケーション能力の育成に特化した授業で４技能をバランスよく伸ばす」・・・・・・・・・128 

C 高等学校「CAN-DO リストに基づいた４技能統合型授業を推進」・・・・・・・・・・・・・・・・134 

D 高等学校「４技能統合型授業の実践とともに生徒のスピーキング力の向上を目指す」・・・・・・・・・・・142 

E 高等学校「独自の教材とワークシート、活発な姉妹公交流により総合的なコミュニケーション能力の向上を図る」・・・146 

F 高等学校「思考力・表現力を伸ばす指導でコミュニケーション・ツールとしての英語力を鍛える」・・・・・・・152 



スコアは全国平均をやや下回るも、４技能を使っ
た言語活動が多い
　４技能のスコアは全国平均よりやや低く、生
徒質問紙No. １「英語の学習は好きか」におい
て「そう思う」、「どちらかといえば、そう思う」
と回答した生徒の割合も全国平均を１０％ほど下
回っている。また、生徒質問紙No. ２「英語を
身に付けたい程度」において「授業以外で英語
を使うことを考えていない」生徒も約４０％と高
い。一方で、授業内での言語活動の実施率は４
技能のいずれについても高い。特に、生徒質問
紙No.１４「英語でスピーチやプレゼンテーショ
ンをしていたか」では、「そう思う」、「どちらか
といえば、そう思う」の回答率は学年が上がる
につれて高まり、第３学年では７０％強と全国平
均を大きく上回っている。
　また、学校質問紙No. ２「他校や外部の研修機
関など、学校外での研修への教員の積極的な参
加」、No. ３「言語活動に重点を置いた指導計画
の作成」、No. ４「英語科の指導目標やその達成
に向けた方策について、全英語科教員の間での
共有や取組」なども「よくしている」と回答して
おり、英語科の体制作りもうまく行われている。
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No. 12　以下の学年の英語の授業では、聞いたり読
んだりしたことについて、生徒同士で英語で話し合った
り意見の交換をしたりしていたと思いますか。
・第３学年

No. 14　以下の学年の英語の授業では、英語でスピー
チやプレゼンテーションをしていたと思いますか。
・第３学年

設立・形態 大正８（1919）年設立　全日制／普通科／共学

学級数・生徒数 12学級（438人）／第１学年…４学級（149人）　第２学年…４学級（140人）　第３学年…４学級（149人）

ＡＬＴ活用状況 常勤のALTが１人。１・２年次は各クラス週１回、３年次は各クラス２週間に１回。ただし、２・３年次
の進学クラス（各学年１クラス）は週２回

取組の特長 ・独自教材の作成…生徒の英語力に合った興味・関心を喚起する教材の利用と課題の設定を工夫
・活用中心の授業…ペア・ワークやプレゼンテーションなどを多く取り入れ、４技能をバランスよく習得
・共通の評価指標…教員共通の評価スケールを設けてライティングを評価

◎学校プロフィール（※学級数及び生徒数は平成27年２月調査日時点）

◎試験結果、質問紙における学校の特徴

Reading Listening Writing Speaking

A 高等学校 113.2 108.2 16.1 3.0

全国平均（公立学校） 126.7／ 320 117.1／ 320 24.9／ 144 4.2／ 14

・第３学年の平均スコア（点）

・生徒質問紙結果

取組紹介①　Ａ高等学校

独自教材と共通の評価方法を用いて
４技能を総合的に伸ばす



◎調査結果に寄与したと考えられる授業内の取組
１．英語を使う素地をつくる「スモール・カンバセーション」
　A高等学校は、数年前まで生徒指導上の困難を抱えていた。最寄り駅が遠く、遠距離通学者はバスや
自転車の利用が前提という立地条件の厳しさもあり、入学者選抜で定員割れとなる年も少なくない。自
分の英語力に自信を持てない生徒が多い中、平成２５年度に文部科学省の「英語によるコミュニケーショ
ン能力・論理的思考力を強化する指導改善の取組」事業における拠点校の研究指定を受けたことを契機に、
英語によるコミュニケーション能力の向上に取り組んでいる。
　４技能を向上させる取組に際して重視しているのが、生徒が気軽に英語を使える環境づくりである。
その素地として、３学年共通で「スモール・カンバセーション」に取り組んでいる。英語の授業では毎
時間、冒頭の１０分間を使い、前後左右の生徒同士でペアとなり、初歩的な英語によるＱ＆Ａ形式の会話
を行う。教員が示した３〜４の質問事項について、１ペア１分間程度の会話を、相手を変えて３〜４回
実施する。
　Ｑ＆Ａのパターンをいくつか提示して使わせるため、会話は単語を入れ替えるだけで成立するように
なっている。会話の型をできるだけたくさん使わせることで、口頭での英語表現に慣れ親しませること
を意図している。会話のテーマは、１年次前半までは趣味や誕生日、好きな教科などの個人的な話題、
１年次後半からは教科書の内容に関わる質問を盛り込み、授業内容の理解や定着を促している。「スモー
ル・カンバセーション」では、短時間のペア・ワークをできるだけ多く実施するようにしている。これは、
１回の時間を長く取り過ぎてだらけた雰囲気が生まれることを避け、頻繁にペアを変えることで教室内
の緊張感を保ち続けるためである。

２．英語での授業を徹底し、グループ単位の「スモール・プレゼンテーション」で３技能を同時に鍛え
る
　授業は、教科書に基づいて教員が独自に作
成したワークシートを中心に進めている。授
業は、全単元ともほぼ共通に以下の流れに沿っ
て行う。
①導入　テーマへの興味を喚起するために、

本文の内容に関する課題に取り組ませる。
　（例）単元の話題：片腕を失ったサーファー
　課題内容：マリンスポーツの写真を示して

英語で紹介した後、自分がしたいスポー
ツとその理由などを空所補充形式で完成さ
せ、基本的な英文の型を身に付けさせる。
②概要把握　本文の音声をＣＤで聞き、いく

つかの設問によって概要が把握できたかど
うかを確認した上で本文のリーディングに
入る。できるだけ生徒自身の力で情報を読
み取らせたいというねらいから、この間、
教員は内容に関する解説を一切しない。
③構造的な内容理解　グラフィック・オーガ

ナイザーという手法で本文の内容を図式化
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図１　授業で使うワークシート例



し（129ページ図１）、より構造的に本文
の内容を理解させる。
④ゴール・アクティビティ　本文の内容に

関わるＱ＆Ａや空所補充、スラッシュ・
リーディングなどを行い、最後に単元の
総括となる課題（ゴール・アクティビティ）
を与え、長めの英作文や発表などに取り
組ませる。
⑤学習の振り返り　単元終了後に、フィー

ドバック・シート（図２）によって、各
自が学習の振り返りを行う。

　授業はすべて英語で進められる。フィー
ドバック・シート以外はワークシートにも
日本語は一切なく、単語の説明も写真やイ
ラストを使って行うなど徹底している。そ
の結果、生徒は、日本語を介することなく、
英語を英語のまま理解することに慣れてい
くようになる。
　また、グループ単位でのスモール・プレ
ゼンテーションも多い。前述のサーファー
が話題の単元では、ゴール・アクティビティ
として、「もし自分が片腕を失ったらできなくなることは何か、それでもあきらめたくないことは何か」
について英文を書き、それを６人１組のグループで発表した。聞いている生徒もその発表内容について
メモをとることで、「話す・聞く・書く」の３技能を同時に鍛える活動になっている。
　さらに、生徒に英語を使う必然性を意識させる活動も取り入れている。３年次の授業では、「観光ガイ
ドに書かれた情報を的確に理解する」という活動目標の下、少人数グループでそれぞれ異なる観光名所、
ホテル、レストランなどの英文ガイドを読み、ガイドに書かれた情報を理解しながら、内容に関する英
文のクイズを作って、そのクイズで他のグループとＱ＆Ａを行う活動をしている。このように生活に密
着した教材を使うことで、自分たちの人生と英語は無関係ではなく、高校卒業後も学び続ける必要があ
るという意識を養うように心がけている。

３．共通の評価項目で、スピーキング、リスニング、ライティングを評価
　スピーキング及びリスニングの評価は、学期に１〜２回カンバセーションテストとインタビューテス
トで行う。前者はペアで行う会話のテストで、無作為にペアを１組ずつ呼び、その場でテーマを書いたカー
ドを示して、Ｑ＆Ａ形式のコミュニケーションを１分間程度行わせる。後者は生徒と教員が１対１で行
う会話のテストで、教科書の内容に関する質問や、生徒自身の考えを問う質問をする。生徒はテストま
で何を問われるかわからないが、内容は授業で行ってきたペア・ワークの応用であり、授業にしっかり
取り組んでいれば難しい質問ではない。ライティングの評価は、定期考査にパラグラフ・ライティング
を出題して行う。問題には、「理由を書くこと」、「○○と□□について述べられていること」などの条件
を示し、各問題において何が求められているのかを理解させるようにしている。
　スピーキング、ライティングのいずれにおいても共通の評価項目を作り、教員間で評価結果に差が
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図２　フィードバック・シート
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図３　ライティングの評価方法

図４　Can-Do statements



出ないようにしている。例えば、ライティングは、Information、Content、Expression or Fluency、
Creativityの４観点で、それぞれ４段階の評価を行う（131ページ図３）。Creativityは、「気の利いた表
現を使用している」、「ユニークな考えを含んでいる」、「聞き手に伝えようとする姿勢を維持している」
など、生徒のチャレンジする姿勢を評価する項目になっている（今後、InformationはMessage valueに、
ContentはOrganizerに変更予定）。
　スピーキング、ライティングの評価では、必ずしも文法的な正確さを重視していない。多少の誤りがあっ
ても、文の形で説明しようとしている、意味の近い単語を使おうとしているなど、生徒の努力をきちん
と評価することで、間違えてもいいから話そう、書こうという意欲を持続させようとしている。その結果、
最近ではライティングの答案を白紙で提出する生徒が少ない。また、英語科の教員との日常的な会話で
英語を使う生徒が増えている。話したり書いたりすることについて前向きに評価される経験が、英語で
表現しようとする意欲を引き出していると言える。

◎授業以外の取組
１．教員間の目線合わせを徹底、校外視察にも積極的に参加
　同校の強みは、英語科の教員が英語によるコミュニケーション能力の向上という目標を共有し、足並
みをそろえて指導に当たっている点にある。教材、授業の進め方、評価方法、CAN-DO statements（131
ページ図４）などを共有し、全学年が同じ目線に立った指導を心がけている。同校の英語科で中心とな
る５０代の教員以外は、赴任して間もない若手教員が多い。ベテラン教員のけん引力に加え、新しい取
組に抵抗感がない若手教員の柔軟性やフットワークの軽さが、教員集団に活気と結束をもたらしている。
　また、指導力向上のための研修にも積極的に取り組んでいる。県内の高校で公開授業があれば数人を
派遣して視察し、県外の先進校まで赴くことも少なくない。教材や授業の内容については、アドバイザー
である地元国立大学の研究者から意見を聞き、取組のブラッシュアップにつなげている。

２．スピーチコンテストへの出場、台湾からの修学旅行生の受入れ
　平成２５年度には、同校から初めて、県主催の英語スピーチコンテストの県大会に進出する生徒が出た。
その生徒は前年度の大会では地区大会で敗退したため、その悔しさをばねに２５年度も再び挑戦したとこ
ろ、地区大会での入賞を果たして県大会に出場した。他にもコンテストに出場する生徒が出ており、継
続的な取組になりつつある。
　２６年度には、初めて台湾から修学旅行生を受け入れた。一緒に授業を受けたり、部活動に参加した
りする中で、生徒が台湾の高校生に英語で懸命に話しかけている姿が見られた。中には、台湾の生徒と
友人関係を築き、現在もＳＮＳなどを利用して英語で交流している生徒もいる。これらの経験を通して、
生徒は英語を学ぶ必然性や英語で話すことの面白さを実感できたようである。２６年度は県からの打診を
受ける形で実現したものだったが、今後は可能な限り、継続的に海外の生徒の受入れを進めていく意向
だという。

教室からの声
　生徒は言語活動主体の授業に対して好印象を抱いており、「英語での会話が楽しいので、その時間
をもっと増やしてほしい」、「中学時代よりも英語が使えるようになった気がする」といった声が寄
せられている。また、英語を話すことに対する抵抗感もなくなりつつあり、英語科の教員の顔を見
るたびに、「Good morning!」、「Catch a cold?」などと気軽に英語で話しかけてくる生徒が少なくない。
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